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長期間にわたるあさがおの栽培活動ですが、最後の片付けまでできたことを

しっかりと褒めて、自信をもたせることが大切です。また、一年間を振り返る

活動は、入学当初の「種を植えた時」より様々なことができるようになった自

分の成長に気付くためには、とてもいいチャンスとなります。

し
ここが

ポイント
お世話の様子を写真で振り返ろう！

お世話の様子の写真は春の様子から順にテレビに映し、「あのとき大変だっ

たよね。」「○○さんの芽が出たときうれしかったよね。」などと、お世話の

苦労や嬉しかったことを楽しく話しながら見るようにすると、みんなでお互い

の頑張りを認め・共感する大切な学習の時間になります。

可
咳ここが

ポイント
｢観察カード」で振り返ろう！

あさがおタイムのカードはテープで留めて、本にしていきます。大切なのは

記録化することではなく、振り返ることで、自分の成長に気付いたり、あさが

おへの愛着を深めたりすることです。きれいな本や立派に製本する必要はあり

ません。

子ども自身がカードをテープでつなげていくと、どんどん長くなり、今まで

の観察のがんばりが子どもにもはっきりと分かります。

最後に、大事なあさがおに今までの頑張りを報告したり、お礼の言葉を書い

たりするなど、自分の思いを手紙につづって、本を完成させます。大きな満足

感とあさがおへの親しみ・愛着を感じて単元を終わることができるように時間

と場を準備したいものです。
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■一年間を振り返ろう■
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折っていったら 本が完成！
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最後さらに 「 のあさがおさんへのお手紙にできるようになったことを ．●

● ●
● ●

報告してごらん」と促すと、 、どの子も張り切って自分のがんばりやでき 。
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あさがおのお世話に自信をもって「来年の一年生にも世話の仕方を教え ：
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てあげよう」という意欲にもつながります。 ．●

● ●
● ●
● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

－ 38 一


